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◇
教
育
委
員
（
再
任
）

　
渡
邉
　
滿
夫
氏
（
幸
田
町
）

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
再
任
）

　
木
村
　
二
男
氏
（
塩
水
）

◇
市
表
彰

　
渡
邉
　
敏
幸
氏
（
産
業
経
済

　
・
中
河
原
）

　
國
井
　
一
彦
氏
（
保
健
衛
生

　
・
中
央
）

　
多
田
　
惠
一
氏
（
金
品
等
寄
附

　
・
若
葉
町
）

◇
実
質
公
債
費
比
率
（
注
１
）

　
18
％
　
（
25
％
）

◇
将
来
負
担
比
率
（
注
２
）

　
１
３
６
・
３
％(

３
５
０
％)

※
（
　
）
内
は
早
期
健
全
化
基
準

（
注
１
）
一
般
会
計
が
負
担
す
る
公
債
費
等
の

　
　
　
　
標
準
財
政
規
模
（
市
税
や
普
通
交
付

　
　
　
　
税
な
ど
の
合
計
額
）
に
対
す
る
比
率

（
注
２
）
一
般
会
計
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質

　
　
　
　
的
な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

　
　
　
　
る
比
率

◇
病
院
事
業
会
計

　
１
・
８
％
（
20
％
）

※
（
　
）
内
は
経
営
健
全
化
基
準

（
注
３
）
公
営
企
業
会
計
に
お
い
て
、
資
金
不

　
　
　
　
足
額
を
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入

　
　
　
　
等
で
除
し
て
算
定
す
る
比
率

　
　

議
員
　
病
院
事
業
会
計
、
水
道

事
業
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
に
対
す
る
一
般
会
計

か
ら
の
繰
出
基
準
額
と
実
際
の

繰
出
金
額
及
び
地
方
交
付
税
へ

の
算
入
額
は
い
く
ら
か
。

答
弁
　
病
院
事
業
会
計
に
対
す

る
繰
出
基
準
額
２
億
８
７
９
５

万
円
に
対
し
て
実
際
の
繰
出
金

額
は
４
億
６
２
２
２
万
円
で
、

一
般
会
計
と
国
保
会
計
を
合
わ

せ
た
額
で
す
。
普
通
交
付
税
と

特
別
交
付
税
へ
の
算
入
額
は
合

わ
せ
て
１
億
８
８
２
８
万
７
千

円
で
す
。
水
道
事
業
会
計
に
対

す
る
繰
出
基
準
額
は
６
４
５
万

５
千
円
で
、
実
際
の
繰
出
金
額

は
同
額
で
す
。
下
水
道
事
業
会

計
に
対
す
る
繰
出
基
準
額
は

９月定例会は、９月１日から17日間の会期で開かれ、教育委
員や固定資産評価審査委員の選任に同意を求める件、表彰に
同意を求める件、平成21年度各会計決算の認定11件、補正予
算等６件の20議案を審議した結果、いずれも原案のとおり同
意、認定、可決しました。また、請願２件、陳情１件が採択
され、それに伴う意見書提出の議会案３件を可決しました。

９月定例会９月定例会

同

意

報

告

財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率

（
注
３
）

９月定例会の提出議案と議決結果

※請願・陳情の採択を受け、意見書提出に係る議会案３件が可決され、直ちに政府へ意見書を送付しました。

議案番号 議　　　案　　　名　　　等 議決結果
認第１号 平成２１年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 多数で可決

認第２号 平成２１年度寒河江市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 全会一致で
可決

認第３号 平成２１年度寒河江市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 全会一致で
可決

認第４号 平成２１年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 多数で可決

認第５号 平成２１年度寒河江市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 全会一致で
可決

認第６号 平成２１年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 多数で可決

認第７号 平成２１年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 多数で可決

認第８号 平成２１年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定 全会一致で
について 可決

認第９号 平成２１年度寒河江市財産区（高松、醍醐、三泉）特別会計歳入歳出決算の 全会一致で
認定について 可決

認第10号 平成２１年度寒河江市立病院事業会計歳入歳出決算の認定について 全会一致で
可決

認第11号 平成２１年度寒河江市水道事業会計歳入歳出決算の認定について 全会一致で
可決

議第49号 寒河江市教育委員会委員の任命について 全会一致で
　任期満了に伴い、渡邉滿夫氏を再任しようとするもの 可決

議第50号 寒河江市固定資産評価審査委員会委員の選任について 全会一致で
　任期満了に伴い、木村二男氏を再任しようとするもの 可決

議第51号 表彰について 全会一致で
　渡邉敏幸氏、國井一彦氏、多田惠一氏を表彰しようとするもの 可決

議第52号 平成２２年度寒河江市一般会計補正予算（第３号） 全会一致で
　さくらんぼ産地強化対策事業費補助金２,２９３万４千円、子育て応援・寒河 可決
　江ほくほく券発行１，０００万円、道路新設改良事業費１,８５０万円など、
　１億２,９３７万５千円を追加するもの

議第53号 平成２２年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 全会一致で
　前年度決算等に伴う基金積立金、精算に伴う償還金など、１億４,６２８万 可決
　１千円を追加するもの

議第54号 平成２２年度寒河江市老人保健特別会計補正予算（第１号） 全会一致で
　支払基金交付金、国庫負担金の返還に伴う償還金２１０万２千円を追加する 可決
　もの

議第55号 平成２２年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第１号） 全会一致で
　前年度決算等に伴う基金積立金１,６９０万円、介護給付費等の精算に伴う 可決
　償還金５３８万６千円を追加するもの

議第56号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 全会一致で
　田代辺地計画の変更（飲用水供給施設に係る事業費の変更） 可決

議第57号 平成２２年度寒河江市一般会計補正予算（第４号） 全会一致で
　安東市訪問団招聘事業費１４０万円を計上するもの 可決

請願第６号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出に関する請願 全会一致で
可決

請願第７号 米価の大暴落に歯止めをかけるための対策を求める意見書の提出に関する請願 全会一致で
可決

陳情第２号 肺炎球菌ワクチンへの公費助成に関する陳情 全会一致で
可決

平
成
21
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
に
対
す
る

 

主
な
質
疑

８
億
１
３
３
５
万
２
千
円
で
、

実
際
の
繰
出
金
額
は
７
億
１
１

７
４
万
６
千
円
で
す
。
こ
れ
に

対
し
て
普
通
交
付
税
算
入
額
は

５
億
７
０
７
１
万
１
千
円
で
す
。

議
員
　
本
市
で
戸
籍
が
30
件
ほ

ど
抹
消
が
済
ん
で
い
な
い
と
い

う
が
、
ど
う
い
う
状
況
で
、
い

つ
か
ら
そ
う
い
う
事
態
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁
　
戸
籍
の
通
達
に
よ
り
、

１
０
０
歳
以
上
の
方
で
そ
の
生

死
、
所
在
が
不
明
の
場
合
は
、

法
務
局
の
許
可
を
得
て
戸
籍
を

消
除
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
30
名
の
方
が
戸
籍

上
残
っ
て
い
る
状
況
に
な
っ
て

お
り
、
最
高
齢
の
方
は
１
３
８

歳
で
、
明
治
５
年
か
ら
戸
籍
に

残
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
　
　

議
員
　
昨
年
度
市
役
所
に
在
籍

し
た
職
種
別
の
臨
時
職
員
と
パ

ー
ト
の
年
収
は
い
く
ら
か
。
ま

た
、
そ
の
年
収
の
額
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答
弁
　
臨
時
職
員
の
一
般
事
務

は
、
日
額
６
５
０
０
円
の
10
カ

月
雇
用
で
年
収
１
３
１
万
４
千

円
で
す
。
保
育
士
は
、
日
額

６
９
０
０
円
の
10
カ
月
雇
用
で

年
収
１
６
９
万
２
千
円
で
す
。

病
院
の
看
護
師
は
年
収
２
７
０

万
５
千
円
で
す
。
な
お
、
保
育

士
の
パ
ー
ト
の
場
合
は
週
29
時

間
勤
務
で
時
給
９
６
０
円
の
12

カ
月
雇
用
で
年
収
１
３
６
万
２

千
円
で
す
。
年
収
の
額
に
つ
い

て
は
、
市
内
の
同
じ
業
態
と
比

較
し
て
高
く
も
低
く
も
な
い
の

で
は
と
思
い
ま
す
が
、
雇
用
情

勢
が
厳
し
い
中
で
す
の
で
、
引

き
続
き
雇
用
対
策
を
充
実
し
な

が
ら
、
改
善
し
て
い
く
努
力
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員
　
小
学
校
の
給
食
調
理
業

務
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
度
は
、

柴
橋
と
西
根
小
学
校
が
民
間
委

託
さ
れ
て
い
る
が
、
仕
様
書
に

基
づ
く
契
約
自
体
が
職
業
安
定

法
に
抵
触
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
仕
様
書
を
提
示
し
て
監

督
官
庁
に
確
認
を
し
た
の
か
。

答
弁
　
労
働
基
準
監
督
署
に
問

い
合
わ
せ
し
た
と
こ
ろ
、
法
に

触
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
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賛　否　表（下記以外は全会一致で可決）

○は賛成　●は反対

議員氏名等　

　議案名

議席番号 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

結
　
果

表
決
数

沖
津
　
一
博

石
山
　
　
忠

辻
　
登
代
子

工
藤
　
吉
雄

杉
沼
　
孝
司

國
井
　
輝
明

木
村
寿
太
郎

鴨
田
　
俊
廣

佐
藤
　
　
毅

松
田
　
　
孝

石
川
　
忠
義

新
宮
　
征
一

伊
藤
　
忠
男

佐
藤
　
暘
子

川
越
　
孝
男

那
須
　
　
稔

鈴
木
　
賢
也

認第1号　平成21年度寒河江
市一般会計歳入歳出決算の認
定について

可決 14：3 ○○○○○○○○○●○○○●●○○

認第4号　平成21年度寒河江
市国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について

可決 15：2 ○○○○○○○○○●○○○●○○○

認第6号　平成21年度寒河江
市後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について　

可決 14：3 ○○○○○○○○○●○○○●●○○

認第7号　平成21年度寒河江
市介護保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

可決 15：2 ○○○○○○○○○●○○○●○○○

市議会活性化に取り組みます
～議会活性化検討委員会が検討結果を報告～

　今年１月に議長の命を受け設置された市議会活性化検討委員会では、市議会の行財政改革及び議

会活性化策について精力的に検討を重ね、このほどその検討結果を議長に報告しました。

　議会では、すでに可能なものから実施していますが、今後とも議会活性化に向けてさらに積極的

に取り組んでまいります。

■議員として市の各種審議会委員等に就任している場合の委員日額報酬の廃止＜７月実施済＞

■議会閉会中に職務に従事した議会運営委員等の費用弁償の日当廃止＜７月実施済＞

■本会議における議案に対する質疑は、一般質問の日程終了後に行うこととし、その内容は政策的

　な課題に関するものとする。＜６月実施済＞

■請願・陳情の提出期限を定例会開会４日前の正午までとする。＜６月実施済＞

■一般質問における質問者は、質問席において質問し、１問目は一括質問・一括答弁方式とし、２

　問目以降は一問一答方式とする。（60分以内で回数制限をなくす。）＜１２月実施予定＞

■市ホームページで、議事録検索システムを公開する。＜来年度以降実施＞

■議会中継と録画のインターネット配信を実施する。＜来年度以降実施＞

■定例会傍聴を広めるため、広報を徹底する。（次回定例会の日程（予定）を議会だより、市報等

　で事前に広報する。）＜９月実施済＞

■各種団体との定期的な意見交換会を開催する。＜１１月実施予定＞

■議会運営委員会、常任委員会の行政視察の事前調査をさらに充実する。＜９月から実施＞

■議会基本条例策定に向けた議員の意識改革・研修研鑽を図る。＜６月から実施＞

●議会基本条例検討委員会を設置しました
　市議会では、議会の役割を明らかにし、議会及び議員の活動原則等を定める議会基本条例の制

定について検討するため、９月１日に議員７名で組織する「寒河江市議会基本条例検討委員会」

を設置しました。

　（委員長）伊藤忠男　（副委員長）新宮征一

　（委員）石山　忠、杉沼孝司、木村寿太郎、石川忠義、川越孝男

委
員
　
果
樹
園
芸
作
物
等
生
産

振
興
対
策
事
業
費
で
さ
く
ら
ん

ぼ
の
産
地
強
化
を
進
め
る
が
、

そ
の
具
体
的
な
中
身
は
何
か
。

答
弁
　
さ
く
ら
ん
ぼ
の
長
期
被

覆
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
を
整
備
す
る

も
の
で
、
ハ
ウ
ス
39
棟
、
設
置

者
39
名
で
、
総
事
業
費
が
６
８

８
０
万
円
と
な
り
、
３
分
の
１

を
県
が
補
助
す
る
事
業
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
の
主
な
質
疑

委
員
　
財
産
収
入
の
中
に
、
７

つ
の
公
民
館
分
館
の
借
地
料
が

含
ま
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
高

い
と
こ
ろ
で
は
30
万
円
を
超
え

て
お
り
、
公
民
館
運
営
に
も
事

欠
く
よ
う
な
場
合
に
は
軽
減
措

置
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
運
営
の
厳
し
い
分
館
の

借
地
料
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
教
育
委
員
会
と
協

議
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

委
員
　
民
間
に
委
託
し
て
市
税

の
督
促
を
し
て
い
る
自
治
体
が

全
国
的
に
増
え
て
、
効
果
を
上

げ
て
お
り
、
本
市
で
も
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
本
市
で
は
来
庁
し
て
い

た
だ
い
て
相
談
・
対
話
に
よ
る

納
税
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

民
間
委
託
し
た
場
合
は
納
税
相

談
に
ま
で
至
ら
な
い
こ
と
や
、

納
税
義
務
者
と
の
信
頼
関
係
、

個
人
情
報
の
保
護
、
費
用
対
効

果
な
ど
課
題
も
多
い
こ
と
か
ら
、

今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

委
員
　
国
が
示
し
て
い
る
一
般

会
計
か
ら
他
会
計
へ
の
繰
出
し

基
準
額
と
地
方
交
付
税
に
算
入

さ
れ
る
額
に
差
が
あ
る
が
、
ど

う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
そ
の
場
合
は
、
国
に
地

方
交
付
税
の
増
額
を
要
望
し
ま

す
が
、
要
望
が
通
る
の
は
大
変

難
し
い
と
思
い
ま
す
。

委
員
　
た
ば
こ
税
は
本
市
に

と
っ
て
大
き
な
財
源
で
あ
る
が
、

21
年
度
は
２
億
３
千
万
円
と
、

年
々
減
少
し
て
い
る
。
市
内
で

た
ば
こ
を
買
う
こ
と
に
よ
っ
て

市
の
税
収
増
に
つ
な
が
る
こ
と

を
も
っ
と
市
民
に
対
し
て
広
報

し
、
運
動
を
展
開
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
弁
　
た
ば
こ
を
市
内
で
買
う

予
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

区分　
　会計

歳入決算額 歳出決算額
歳入歳出
差引残額

一　　般　　会　　計 15,715,754,752 15,154,633,181 561,121,571

特
別
会
計

公共下水道事業 2,113,854,628 2,107,277,628 6,577,000

簡易水道事業 5,668,295 5,668,295 0

国民健康保険 4,203,293,879 3,994,448,637 208,845,242

老人保健 19,339,291 17,122,520 2,216,771

後期高齢者医療 374,181,127 367,268,667 6,912,460

介護保険 2,731,889,994 2,714,156,955 17,733,039

介護認定審査会共
同設置

23,400,548 21,664,450 1,736,098

財産区（高松、醍
醐、三泉）

841,167 580,432 260,735

企
業
会
計

市立病院事業
収益的収入
1,762,454,002

収益的支出
1,909,162,305

－

水道事業
収益的収入
1,185,816,942

収益的支出
911,337,131

－

平成21年度各会計の決算額　　　（単位：円）

こ
と
に
つ
い
て
は
、
た
ば
こ
販

売
協
同
組
合
に
補
助
金
を
出
し

て
広
報
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
広
報
の
あ
り
方
を

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

委
員
　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、

昨
年
は
何
社
を
訪
問
し
、
成
果

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答
弁
　
昨
年
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
で
、
年
間
で
10
社
ほ
ど
と

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
１
社

か
ら
約
１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の

中
央
工
業
団
地
の
用
地
を
購
入

し
て
い
た
だ
い
た
の
が
実
績
で

す
。
　
　
　
　

委
員
　
チ
ェ
リ
ー
ク
ア
・
パ
ー

ク
の
河
川
敷
法の
り
め
ん面
の
購
入
に
つ

い
て
、
国
と
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
。

一
般
会
計
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答
弁
　
国
は
、
基
本
的
に
工
事

箇
所
と
し
て
買
い
上
げ
る
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
予
算
上
も
あ

り
、
今
す
ぐ
に
と
い
う
形
に
は

な
ら
な
い
た
め
、
今
後
と
も
協

議
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
　

委
員
　
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
、

子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
の
受
診
率
が

低
い
が
、
具
体
的
な
取
り
組
み

と
受
診
率
の
低
い
理
由
は
何
か
。

ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

の
補
助
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁
　
女
性
特
有
の
が
ん
検
診

の
受
診
率
は
、
子
宮
頸
が
ん
検

診
が
24
・
５
％
、
乳
が
ん
検
診

が
29
・
８
％
で
す
。
21
年
度
は
、

各
年
代
の
節
目
検
診
と
い
う
こ

と
で
、
対
象
者
に
受
診
の
ク
ー

ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
し
た
が
、

す
で
に
、
社
会
保
険
等
で
受
診

し
た
方
や
送
付
以
前
に
受
診
し

た
方
が
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
は
国
に
対
し
助

成
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

委
員
　
一
部
の
市
営
住
宅
は
非

常
に
老
朽
化
し
て
お
り
、
今
後

多
額
の
修
繕
費
等
が
か
か
る
と

思
う
が
、
市
営
住
宅
の
建
替
え

の
計
画
は
な
い
の
か
。

答
弁
　
西
寒
河
江
、
西
浦
、
高

屋
の
市
営
住
宅
は
、
昭
和
38
年

か
ら
47
年
に
建
築
さ
れ
、
耐
用

年
数
も
経
過
し
、
耐
震
性
も
な

い
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
ま
で

に
３
つ
の
市
営
住
宅
を
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
な
が
ら
順

次
建
て
替
え
て
い
く
こ
と
で
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　

委
員
　
市
民
浴
場
の
土
地
借
上

料
が
１
４
７
万
９
８
５
０
円
、

新
寒
河
江
温
泉
の
公
有
財
産
購

入
費
２
６
０
万
９
６
０
０
円
と

あ
る
が
、
ど
こ
の
場
所
か
。

答
弁
　
借
入
れ
し
て
い
る
財
産

は
３
筆
あ
り
、
２
人
か
ら
市
民

浴
場
の
敷
地
の
一
部
を
借
り
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
寒
河
江
温

泉
の
源
泉
管
理
棟
が
建
っ
て
い

る
敷
地
を
購
入
い
た
し
ま
し
た
。

委
員
　
下
水
道
使
用
料
の
滞
納

繰
越
分
の
不
納
欠
損
２
６
３
万

円
余
の
件
数
と
、
不
納
欠
損
処

理
し
た
後
の
下
水
道
の
使
用
は

ど
う
な
る
の
か
。

答
弁
　
件
数
は
３
１
２
件
、
74

名
分
で
、
理
由
は
、
使
用
者
の

死
亡
、
転
出
後
の
所
在
不
明
、

自
己
破
産
な
ど
様
々
で
す
。
そ

の
後
の
対
処
と
し
ま
し
て
は
、

下
水
道
使
用
料
の
収
納
を
水
道

事
業
所
に
委
託
し
て
お
り
、
水

道
が
給
水
停
止
さ
れ
ま
す
と
、

下
水
道
も
使
用
で
き
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　委
員
　
介
護
認
定
を
受
け
て
い

て
も
、
家
庭
の
事
情
等
で
実
際

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

な
い
人
は
ど
の
程
度
い
て
、
そ

れ
ら
の
方
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
支
援
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
介
護
認
定
の
申
請
件
数

は
１
８
１
１
件
で
、
認
定
件
数

は
１
７
０
５
件
で
す
。
認
定
を

受
け
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
も
の

と
理
解
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

健
康
福
祉
課
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
、
様
々

な
相
談
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

委
員
　
診
療
報
酬
を
増
や
す
た

め
に
検
討
す
べ
き
こ
と
と
は
具

体
的
に
ど
う
い
う
も
の
か
。
ま

た
、
入
院
患
者
が
３
ヵ
月
を
過

ぎ
て
も
退
院
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
実

態
は
ど
う
な
の
か
。
さ
ら
に
、

医
師
確
保
の
問
題
で
は
、
医
師

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
タ
ッ
フ
の

配
置
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

答
弁
　
今
年
４
月
か
ら
新
し
い

診
療
報
酬
体
系
が
改
定
さ
れ
、

亜あ
き
ゅ
う
せ
い
き

急
性
期
病
床
の
拡
大
や
、

ウ
ィ
ル
ス
疾
患
の
指
導
料
、
外

来
化
学
療
法
加
算
金
、
麻
酔
管

理
料
、
医
療
安
全
対
策
加
算
な

ど
が
、
診
療
報
酬
の
増
加
に
結

び
つ
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

長
期
入
院
患
者
の
状
況
は
、
100

日
以
上
入
院
が
３
名
、
70
日
か

ら
90
日
以
上
入
院
が
３
名
、
30

日
か
ら
50
日
以
上
入
院
が
６
名
、

１
カ
月
以
上
入
院
が
12
名
で
す
。

医
師
の
事
務
作
業
を
補
助
す
る

医
療
ク
ラ
ー
ク
の
配
置
に
つ
い

て
は
、
医
師
の
事
務
負
担
も
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
院

内
で
も
、
勉
強
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

市
立
病
院
事
業
会
計

一般会計及び各特別会計歳入歳出決算
＜審査の結果＞　

　審査に付された各会計の決算及び付属書類は関係法令に従って作成されており、計数的に正確であ

り、予算の執行についても適正であると認められた。

＜むすび＞　

　平成21年度の本市の行財政を取り巻く状況は、アメリカに端を発した世界同時不況による企業の急

激な景気悪化を受けた業績低迷が長引き、市内の大手企業においても操業縮小や投資抑制、従業員の

給与所得の減少を余儀なくされ、市税、特に市民税（個人分、法人分）、固定資産税（償却資産）に

おいて、前年度に比べて大きな減少となっている。

　歳出では、経常経費のより一層の縮減を進めながら、生活関連事業、景気雇用対策事業、教育関連

事業や喫緊の課題である少子高齢化対策事業等、国・県の支出金を活用し各種事業が実施されている。

　その結果、一般会計及び特別会計の純計決算で、歳入歳出差引き８億540万３千円の黒字決算とな

り、実質収支額は７億6,036万５千円、単年度収支額は１億6,016万２千円の黒字となっている。

　今後も、少子高齢化社会の進展が続く中で社会保障費関係経費の増加や公債費が高水準で推移する

こと、小中学校・社会教育施設等における耐震化事業の実施、特別会計への繰出しや道路網整備等に

多額の所要額が想定されるので、行財政改革指針アクションプランの確実な実施による経費節減とと

もに歳入確保等に努められ、健全財政のもと市政発展と市民福祉が向上されるよう要望する。

公営企業会計決算
＜審査の結果＞

　審査に付された決算報告書及び財務諸表は、地方公営企業関係法令及び各事業の会計規程等に準拠

して作成され、経営成績及び財務状態を適正に表示しており、決算計数も誤りがなく適正であると認

められた。

＜むすび＞

　市立病院事業について、当年度は、色々な要因が重なり資金不足に陥り不良債務が発生しているが、

公立病院だから何とかなるでは済まされない事態にあるので、このような時こそ病院スタッフ一丸と

なって市立病院の使命を確認し合い、モチベーションを高めて、一人ひとりが真剣に病院のあり方、

不足しているところ、何故現在のような経営体質になっているのか分析し、知恵を出し合い、院内各

部署の総意としての取り組みにより不良債務解消に全力を挙げる必要がある。

　水道事業については、現在、流動資産、剰余金も潤沢であるが、今後給水人口の減少や節水意識の

高まりにより個人消費の減少傾向も続くと思われ、市内の大手食品製造企業の水道水消費も控え目傾

向にあり給水収益のベースとなっている有収水量については大きな増加は期待できないと見込まれる。

　一方、第４次拡張事業の残事業費や幸生地区内の上水道整備事業費、施設整備に係る企業債償還費と

減価償却費の増嵩による多額の費用を要することが見込まれる。今後においても、尚一層経営の効率化

と営業収益の確実な確保に取り組まれ、安心安全、良質な水道水の安定供給に努力されるよう要望する。

（
７
月
21
日
～
10
月
20
日
）

　
７
月

21
日
　
定
例
議
員
懇
談
会
、
全
員
協
議
会
、
会
派
代
表

　
　
　
者
会
議
、
議
員
研
修
会

27
日
　
議
会
活
性
化
検
討
委
員
会
、
会
派
代
表
者
会
議

　
８
月

４
日
　
長
野
県
須
坂
市
議
会
行
政
視
察
団
来
寒

６
日
　
会
派
代
表
者
会
議

12
日
　
会
派
代
表
者
会
議
、
県
議
長
会
議
員
研
修
会

20
日
　
定
例
議
員
懇
談
会
、
全
員
協
議
会
、
会
派
代
表

　
　
　
者
会
議
、
常
任
委
員
長
会
議

27
日
　
議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
委
員
長
会
議

　
９
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
日
　
第
３
回
定
例
会
（
～
17
日
）

　
　
　
議
員
懇
談
会
、
議
会
基
本
条
例
検
討
委
員
会
、

　
　
　
正
副
常
任
委
員
長
会
議

17
日
　
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会
基
本
条
例
検
討
委
員

　
　
　
会
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

28
日
　
建
設
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察
（
～
30
日
）

30
日
　
茨
城
県
筑
西
市
議
会
行
政
視
察
団
来
寒

　
10
月
　
　
　

４
日
　
議
会
運
営
委
員
会

６
日
　
愛
知
県
高
浜
市
議
会
行
政
視
察
団
来
寒

７
日
　
第
２
回
臨
時
会
、
会
派
代
表
者
会
議
、
議
会
基

　
　
　
本
条
例
検
討
委
員
会

12
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
　
　
　

13
日
　
厚
生
経
済
常
任
委
員
会
行
政
視
察
（
～
15
日
）

議

会

日

誌

第
２
回
臨
時
会

　
10
月
７
日
に
臨
時
会
が
開
か
れ
、
中
学
校

施
設
耐
震
化
事
業
費
１
億
４
７
１
０
万
円
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

事
業
費
４
８
０
万
７
千
円
を
追
加
す
る
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

監査委員の決算審査意見（抜粋）

※

※
治
療
が
一
段
落
し
た
後
、
在
宅
復
帰

　
に
向
け
て
入
院
加
療
す
る
病
床
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第
５
次
寒
河
江
市
振
興
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て

松
　
田
　
　
　
孝
　
議
員

市
立
病
院
の
経
営
に
つ
い
て

木
　
村
　
寿
太
郎
　
議
員

　

今
、
寒
河
江
市
立
病
院
は
大
変
厳
し

い
財
政
状
況
下
に
あ
る
。
５
年
前
か
ら
、

外
来
・
入
院
患
者
が
激
減
し
、
低
迷
傾

向
が
続
き
、
前
年
度
決
算
を
見
て
も
、

累
積
欠
損
金
は
６
億
２
４
０
０
万
円
を

超
え
て
い
る
。

　

自
治
体
病
院
で
あ
る
の
で
公
共
性
は

も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
が
、
経
済
性
の

確
保
も
病
院
企
業
と
し
て
不
可
欠
で
あ

る
。
地
域
医
療
の
中
核
で
あ
る
市
立
病

院
の
経
営
悪
化
は
、
こ
の
地
域
の
医
療

水
準
の
低
下
に
も
つ
な
が
り
、
単
に
病

院
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
西
村
山
地

域
全
体
の
大
き
な
損
失
と
な
る
も
の
で

あ
る
。

「
経
営
の
安
定
を
無
く
し
て
は
、
良
質

な
医
療
は
な
い
」
と
い
う
大
原
則
が
よ

く
言
わ
れ
る
が
、
や
は
り
医
療
と
経
営

は
分
離
す
る
の
で
は
な
く
、
一
体
と
な

る
こ
と
が
今
一
番
必
要
か
と
思
う
。

そ
こ
で
、
次
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
こ
の
累
積
欠
損
金
を
い
つ
ど
の
よ
う

　

に
し
て
解
消
し
て
い
く
の
か
。

②
市
立
病
院
の
今
後
の
経
営
と
存
続
を

　

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
　
①
市
立
病
院
の
21
年
度
決
算
は
、

１
億
４
６
７
１
万
円
の
純
損
失
と
な
り
、

累
積
欠
損
金
は
、
６
億
２
４
４
８
万
円

と
な
り
ま
す
。
医
師
不
足
な
ど
厳
し
い

経
営
環
境
の
な
か
、
病
院
改
革
プ
ラ
ン

の
着
実
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
う
え
で

の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
の
病
院
経
営
の
展
望
や
市
の
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
計
画
的
な
解
消
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

②
市
立
病
院
は
、
年
間
延
べ
約
９
万
人

の
入
院
・
外
来
患
者
さ
ん
を
診
察
し
て

お
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
変

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
医
師
の
確
保
や
経
営
改
善
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
体
制
や
慢
性
期
医
療
体

制
な
ど
西
村
山
地
域
に
共
通
す
る
課
題

が
あ
り
、
地
域
内
の
自
治
体
病
院
や
民

間
診
療
所
と
の
連
携
、
機
能
分
担
等
に

つ
い
て
、
関
係
自
治
体
や
医
療
機
関
等

で
十
分
議
論
す
る
場
を
設
定
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
第
５
次
寒
河
江
市
振
興
計
画

の
中
間
見
直
し
作
業
に
入
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
到
達
点
と
自
己
評
価
を
伺

い
た
い
。
ま
た
、
市
民
の
参
画
を
得
て

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
中
だ
が
、
市
長
自
身
、

ま
ち
づ
く
り
の
座
標
軸
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
先
に
理
念
と
政
策
を
示
し
、

政
策
課
題
は
優
先
順
位
を
決
め
、
そ
れ

を
市
民
に
問
い
か
け
、
協
働
で
価
値
観

を
模
索
し
、
振
興
計
画
を
形
成
し
て
は

ど
う
か
。

市
長
　
現
在
の
計
画
に
掲
げ
た
事
業
の

98
％
は
実
施
中
で
、
ソ
フ
ト
面
で
は
大

き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
一
方
、
ハ
ー

ド
面
の
進
捗
度
合
い
が
若
干
低
い
状
況

で
す
。
ま
た
、
行
財
政
改
革
に
積
極
的

に
取
組
ん
だ
結
果
、
財
政
健
全
化
へ
の

道
筋
が
見
え
て
き
た
段
階
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
振
興
計
画
の
見
直
し
は
、
あ
く
ま
で

市
民
主
体
で
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

私
自
身
の
考
え
に
つ
い
て
は
、
振
興
審

議
会
に
お
い
て
、
具
体
的
に
基
本
構
想

等
を
審
議
す
る
段
階
で
お
示
し
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　

下
水
道
事
業
は
特
別
会
計
の
た
め
、

赤
字
経
営
の
実
態
が
社
会
問
題
化
さ
れ

ず
に
き
た
。
実
際
は
、
過
去
の
公
債
の

返
済
に
充
て
る
公
債
費
が
増
大
し
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
が
膨
ら
み
、
財

政
を
圧
迫
し
て
い
る
。
残
る
計
画
区
域

は
住
宅
の
点
在
も
広
が
り
、
本
格
的
な

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

　

下
水
道
の
普
及
と
財
政
軽
減
、
そ
こ

に
済
む
住
民
と
市
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト

が
望
め
る
「
市
町
村
設
置
型
合
併
浄
化

槽
事
業
」
導
入
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
長
　
現
在
の
事
業
認
可
区
域
か
ら
鹿

島
・
八
鍬
の
一
部
を
除
い
た
地
域
は
、

公
共
下
水
道
で
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
鹿
島
・
八
鍬
の
一
部
を
含
め
た
そ
れ

以
外
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
基
本
計
画

を
見
直
し
、
公
共
下
水
道
に
比
べ
、
水

洗
化
に
対
す
る
即
効
性
が
高
い
な
ど
の

利
点
が
あ
る
市
町
村
設
置
型
合
併
浄
化

槽
で
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
く
創
設
さ
れ
た
寒
河
江
市
住
宅

建
築
推
進
事
業
は
、
住
環
境
の
整
備
や

消
費
需
要
の
拡
大
、
景
気
浮
揚
、
業
界

振
興
を
目
的
と
し
て
、
今
年
度
３
７
０

０
万
円
が
投
じ
ら
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
内
の
建
築
業
者
、
建

築
関
連
業
者
の
方
々
に
、
短
期
間
で
８

億
２
７
０
０
万
円
の
経
済
効
果
が
創
出

さ
れ
た
。

　

来
年
度
に
お
い
て
も
本
補
助
制
度
の

継
続
を
お
願
い
し
た
い
が
、
市
長
の
見

解
を
伺
い
た
い
。

市
長
　
今
回
の
住
宅
建
築
推
進
事
業
に

つ
い
て
は
、
総
務
省
の
産
業
関
連
表
に

よ
る
試
算
で
は
、
約
16
億
円
の
経
済
波

及
効
果
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
来
年
度
の
事
業
の
実
施
に
向
け
て
は
、

今
後
の
社
会
経
済
情
勢
や
景
気
回
復
動

向
を
十
分
勘
案
し
な
が
ら
、
準
備
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

昨
年
度
に
続
い
て
今
年
度
も
実
施
し

て
い
る
新
商
品
開
発
支
援
補
助
金
に
よ

っ
て
新
た
に
開
発
さ
れ
た
新
商
品
の
販

路
拡
大
の
支
援
に
、
行
政
と
し
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
か
。

　

ま
た
、
寒
川
町
と
姉
妹
都
市
締
結
20

周
年
を
節
目
に
、
人
的
交
流
を
深
め
な

が
ら
も
、
農
産
物
や
寒
河
江
の
特
産
品

な
ど
の
物
品
交
流
に
向
け
た
物
産
フ
ェ

ア
や
常
設
ブ
ー
ス
の
設
置
に
向
け
て
施

策
の
展
開
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
、
市

長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

市
長
　
新
商
品
の
販
路
拡
大
は
、
事
業

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し

て
行
う
の
が
基
本
で
あ
り
ま
す
が
、
市

と
し
て
も
、
新
商
品
の
Ｐ
Ｒ
や
事
業
者

へ
の
情
報
提
供
等
、
積
極
的
な
支
援
に

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
寒
川
町
が
設
置
す
る
物
産

展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
継
続
的
に
活
用

し
た
り
、
寒
川
産
業
ま
つ
り
で
の
フ
ェ

ア
の
開
催
な
ど
、
物
産
の
交
流
が
盛
ん

と
な
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

支
援
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

消
費
需
要
の
拡
大
と
景
気
浮
揚
に
つ
い
て

沖
　
津
　
一
　
博
　
議
員

産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

成
人
式
を
成
人
の
日
の
開
催
に
も
ど
す

こ
と
に
つ
い
て

國
　
井
　
輝
　
明
　
議
員

　

国
に
お
い
て
、
成
人
の
日
を
平
成
12

年
か
ら
１
月
の
第
２
月
曜
日
に
変
更
す

る
配
慮
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

成
人
式
は
国
民
こ
ぞ
っ
て
祝
う
成
人
の

日
の
開
催
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

　

本
市
で
こ
れ
ま
で
成
人
式
を
夏
に
開

催
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
の
評
価
や

課
題
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
成
人
式

の
開
催
時
期
を
１
月
に
戻
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

教
育
委
員
長
　
成
人
式
の
開
催
時
期
に

つ
い
て
、
昨
年
と
今
年
の
２
回
対
象
者

等
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
結
果
、
「
８
月
が
よ
い
」

と
答
え
た
方
が
多
か
っ
た
こ
と
や
出
席

率
も
年
々
よ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
８
月
に
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
他
市
町
の
開
催
状
況
や
対
象
者

の
意
向
等
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
社

会
の
趨
勢
や
状
況
に
配
慮
し
て
開
催
時

期
を
判
断
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　

駅
前
の
活
性
化
の
た
め
に
駅
前
駐
車

場
を
整
備
し
て
い
る
が
、
目
的
外
駐
車

駅
前
駐
車
場
の
あ
り
方
を
　
　
　
　

再
検
討
す
べ
き

が
目
立
つ
上
、
無
料
で
あ
る
駅
前
駐
車

場
に
車
が
流
れ
、
民
間
経
営
の
有
料
駐

車
場
の
利
用
者
が
減
少
し
、
駐
車
場
の

経
営
に
影
響
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
イ

ベ
ン
ト
時
に
は
駅
前
駐
車
場
内
に
売
店

が
立
ち
並
び
、
観
光
客
の
駐
車
場
が
近

く
に
無
く
な
る
た
め
、
こ
う
し
た
売
店

等
の
出
店
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
た
め
沼
川

周
辺
の
整
備
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
う
し
た
現
状
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
、
今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　
駐
車
場
利
用
の
公
平
性
と
有
効

利
用
を
図
る
た
め
に
は
、
有
料
化
も
有

効
な
改
善
方
法
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今

後
、
駅
前
商
店
街
や
利
用
者
の
声
を
お

聞
き
し
、
実
態
調
査
を
進
め
、
有
料
化

の
場
合
の
整
備
手
法
等
も
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
時
の
来
場
者
の
駐
車
場
は
、

文
化
セ
ン
タ
ー
等
を
利
用
し
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
走
ら
せ
円
滑
な
運
営
に
努
め

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
沼
川
沿
い
に
つ

い
て
は
、
幸
田
橋
ま
で
来
年
度
完
成
予

定
で
あ
り
、
今
後
、
そ
の
活
用
が
図
ら

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

政
策
課
題
の
事
業
促
進
に
向
け
て
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「
ま
ち
づ
く
り
」
に
お
け
る
公
民
館
の
役
割

に
つ
い
て

佐
　
藤
　
暘
　
子
　
議
員

　

①
こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、

住
民
自
身
が
考
え
て
い
く
べ
き
と
思
う
。

自
治
の
力
、
協
働
の
力
を
育
て
る
上
で

公
民
館
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

②
適
切
な
指
導
、
援
助
を
し
て
い
く

に
は
、
地
区
公
民
館
に
社
会
教
育
主
事

の
資
格
を
持
っ
た
職
員
を
配
置
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

　

③
東
部
地
区
公
民
館
の
管
轄
範
囲
は

広
く
、
住
民
と
の
距
離
が
離
れ
て
い
る
。

分
割
し
て
フ
ロ
ー
ラ
の
施
設
を
活
用
す

れ
ば
、
市
街
地
の
活
性
化
に
も
な
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

　

④
寒
河
江
市
の
土
地
に
公
民
館
分
館

が
建
ち
、
借
地
料
を
払
っ
て
い
る
分
館

が
７
つ
あ
る
。
借
地
料
負
担
が
重
く
、

運
営
に
支
障
を
来
た
し
て
い
る
所
も
あ

る
。
借
地
料
は
分
館
が
そ
こ
に
あ
る
限

り
払
い
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
引
き
下

げ
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
分
館
施
設
の
改
修
に
対
す
る

補
助
対
象
項
目
を
拡
げ
て
、
維
持
管
理

が
し
や
す
い
よ
う
に
支
援
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

教
育
委
員
長
　
①
今
、
地
域
の
連
帯
感

が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
地
域

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
公
民
館
の
役

割
は
益
々
重
要
性
を
増
し
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
②
公
民
館
に
は
、
社
会
教
育
主
事
の

有
資
格
者
を
２
名
配
置
し
、
職
員
の
資

質
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
③
東
部
地
区
公
民
館
に
つ
い
て
は
、

現
体
制
の
機
能
を
活
か
し
、
よ
り
充
実

し
た
活
動
が
で
き
な
い
か
、
十
分
に
検

討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
公
民
館
、
と
り
わ
け
東
部

地
区
公
民
館
の
運
営
体
制
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
十
分
協
議
・
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
④
分
館
の
用
地
確
保
に
つ
い
て
は
、

地
元
で
対
応
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
負

担
の
公
平
性
を
期
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
公
民
館
活
動
に
影
響
が

大
き
い
分
館
の
借
地
料
に
つ
い
て
、
市

長
部
局
と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　

　
分
館
の
修
繕
・
補
修
等
の
維
持
管
理

は
、
今
ま
で
同
様
、
各
分
館
で
対
応
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
21
年
度
決
算
を
踏
ま
え
て

石
　
山
　
　
　
忠
　
議
員

　

平
成
21
年
度
決
算
が
示
さ
れ
た
の
で
、

そ
の
決
算
を
踏
ま
え
て
伺
い
た
い
。　

　

一
般
市
税
の
収
納
状
況
は
、
全
体
で

は
県
内
13
市
で
第
１
位
と
な
っ
て
い
る

が
、
国
保
税
で
は
若
干
の
減
が
見
ら
れ
、

不
納
欠
損
の
増
加
に
つ
な
が
り
、
ま
た
、

負
担
金
で
も
不
納
欠
損
が
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え

を
伺
い
た
い
。

　

①
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
検
証
と

課
題
の
認
識
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

　

②
財
政
力
指
数
の
認
識
と
改
善
策
に

つ
い
て

　

③
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
改
善
は

し
た
も
の
の
、
現
状
認
識
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

　

④
実
質
公
債
費
比
率
は
大
き
く
改
善

し
た
も
の
の
、
今
後
の
見
通
し
と
事
業

展
開
の
基
本
的
な
考
え
方
と
対
策
に
つ

い
て

　

⑤
平
成
21
年
度
決
算
を
踏
ま
え
、
第

５
次
振
興
計
画
の
中
間
見
直
し
に
取
り

組
む
中
で
平
成
23
年
度
予
算
編
成
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

市
長
　
①
市
税
の
収
納
率
向
上
対
策
と

し
て
、
納
税
相
談
の
充
実
、
自
主
納
付

の
推
進
等
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
と

も
納
税
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
収
納

率
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
②
財
政
力
指
数
を
高
め
る
た
め
、
今

後
、
景
気
浮
揚
対
策
の
継
続
実
施
や
企

業
誘
致
活
動
の
推
進
を
図
り
、
市
税
収

入
の
増
額
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
③
前
年
度
よ
り
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
改

善
し
ま
し
た
が
、
９
６
・
８
％
は
、
ま

だ
高
い
水
準
で
あ
り
、
今
後
も
引
き
下

げ
る
方
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
④
市
債
発
行
の
抑
制
や
公
的
資
金
の

借
換
等
に
よ
り
、
今
後
比
率
は
順
調
に

改
善
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
市
民
生
活

に
直
結
す
る
課
題
に
も
対
応
が
可
能
に

な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
⑤
来
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
今
後
編

成
作
業
に
入
り
ま
す
が
、
無
駄
を
省
き

つ
つ
、
当
面
の
課
題
で
あ
る
景
気
雇
用

対
策
や
少
子
化
対
策
、
中
学
校
給
食
の

実
施
等
、
寒
河
江
の
元
気
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

那
　
須
　
　
　
稔
　
議
員

　

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
居
室
形

態
で
利
用
料
の
負
担
が
少
な
い
多
床
室

を
施
設
整
備
の
際
に
考
慮
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

②
介
護
認
定
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
ま
で

の
手
続
き
の
時
間
短
縮
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
の
か
。

　

③
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
の
整
備

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

④
市
営
住
宅
の
居
室
に
お
い
て
高
齢

者
へ
配
慮
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
整
備

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

⑤
家
族
介
護
者
の
休
暇
・
休
息
を
提

供
す
る
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
事
業
の
拡
充

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

⑥
高
齢
者
の
社
会
参
加
・
地
域
貢

献
・
介
護
予
防
の
た
め
に
ポ
イ
ン
ト
制

度
に
よ
る
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
導
入
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

⑦
小
規
模
福
祉
施
設
の
安
全
対
策
に

お
い
て
、
消
防
法
施
行
令
改
正
に
よ
り

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
の
設
置
が
義
務
付

け
に
な
っ
た
が
、
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

市
長
　
①
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
に
併
せ
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
②
介
護
認
定
審
査
会
で
は
、
１
回
の

審
査
件
数
を
増
や
す
等
の
工
夫
を
し
て

時
間
短
縮
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
③
平
成
23
年
度
ま
で
の
現
在
の
事
業

計
画
期
間
中
に
１
箇
所
を
整
備
す
る
計

画
で
あ
り
、
今
年
度
中
に
公
募
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
④
今
後
は
、
１
階
に
空
室
が
で
た
段

階
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
う
な
ど
、

高
齢
者
に
配
慮
し
た
整
備
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
⑤
今
年
度
か
ら
、
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア

事
業
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
に
対
し
、

温
泉
旅
館
で
利
用
で
き
る
昼
食
付
入
浴

券
を
交
付
し
、
介
護
者
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
⑥
調
査
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
⑦
既
に
整
備
さ
れ
て
い
る
施
設
も
あ

り
ま
す
が
、
未
整
備
施
設
に
つ
い
て
は
、

来
年
３
月
ま
で
に
、
整
備
を
予
定
し
て

い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

●米価の大暴落に歯止めをかけ
　るための対策を求める意見書
　（抜粋）

　ここ数年来、生産費を大幅に

下回る米価が続いている中で、

生産者の努力は限界を超えてお

り、さらなる米価の下落は、日本

農業の大黒柱である稲作の存続

を危うくするものです。それは

また、国民への主食の安定供給

を困難にし、政府が進めている

米戸別所得補償モデル事業さえ

も台なしにするものと考えます。

　米の需給を引き締めて価格を

安定・回復させるために、政府

が年産にかかわらず、過剰米40

万トン程度を緊急に買い入れる

ことを含めた米価の下落対策を

ただちに実施すること要望しま

す。

（送付先：内閣総理大臣、農林

　　　　　水産大臣）

●肺炎球菌ワクチンへの公費助
　成に関する意見書（抜粋）

　肺炎は死亡原因中第４位で、

高齢になるほど死亡率が高まる

傾向がみられます。肺炎予防に

は、インフルエンザワクチンと

肺炎球菌ワクチンの併用接種に

高い有用性が報告されています。

インフルエンザワクチンには高

齢者に対する公的援助がありま

すが、これに肺炎球菌ワクチン

を追加することで、高齢者の肺

炎による死亡、長期入院を減少

させ、医療費削減と健康福祉の

向上につながるものと考えます。

　このため、高齢者への肺炎球

菌予防接種を予防接種法による

「定期接種」に位置づけ、国に

よる助成を要望します。

（送付先：内閣総理大臣、厚生

　　　　　労働大臣ほか）

●地方財政の充実・強化を求め
　る意見書（抜粋）

①医療福祉分野の人材確保対策
　等の充実、農林水産業の再興、
　環境対策等今後増大する財政
　需要を的確に取り入れ、来年
　度地方財政計画・地方交付税
　総額を確保すること。
②国・地方の税収配分５対５を
　実現する税源移譲と格差是正
　のための地方交付税確保、地
　方消費税の充実、国の直轄事
　業負担金の見直しなど抜本的
　対策を進めること。
③地域活性化・雇用等臨時特例
　費などに相当する額を恒久的
　に地方財政計画・地方交付税
　措置に取り入れ、自治体が安
　心して雇用対策に取り組める
　環境整備を行うこと。
④景気対策により拡大する公共
　事業に対し地方負担を増加さ
　せることのないよう十分な財
　政措置を講じること。

（送付先：内閣総理大臣、財務
　　　　　大臣ほか）

※

※
介
護
者
の
休
暇
・
休
息
の
た
め
、
要
介
護
者

　
を
一
時
的
に
預
か
る
事
業



さがえ市議会だより 2010.10.20 12

　
猛
暑
、
猛
暑
で
夏
は
い
つ
ま

で
続
く
の
か
。
口
々
に
言
い
合

わ
れ
て
い
た
の
も
彼
岸
ま
で
。

国
に
お
い
て
は
、
与
党
党
首
選

挙
と
内
閣
改
造
で
ご
っ
た
返
し
、

一
日
た
り
と
目
の
離
せ
な
い
日

が
続
き
、
円
高
、
尖
閣
諸
島
問

題
等
々
、
地
方
に
お
い
て
も
無

関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
事
柄
も

あ
り
ま
し
た
。

　
寒
河
江
市
に
お
い
て
こ
の
時

期
最
も
大
き
な
関
心
事
は
農
作

物
の
収
穫
状
況
と
思
い
ま
す
。

と
り
わ
け
米
、中
で
も
、つ
や
姫

の
出
来
具
合
が
気
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
号
か
ら
、
議
会
活

性
化
策
の
一
つ
と
し
て
、
本
会

議
採
決
に
お
け
る
全
議
員
の
賛

否
に
関
す
る
賛
否
表
と
、
次
回

定
例
会
日
程
（
予
定
）
を
掲
載

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市

民
の
皆
様
の
議
会
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
ご

活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

(

工
藤
　
記)

　
高
屋
一
町
会
は
、
市
の
南
に

位
置
し
長
崎
大
橋
の
ち
ょ
っ
と

手
前
で
す
。
古
く
か
ら
の
集
落

が
バ
イ
パ
ス
と
並
行
の
道
路
沿

い
に
並
び
、
西
側
に
は
新
興
住

宅
地
が
拡
が
り
約
１
２
０
世
帯

の
町
会
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
町
会
事
業
の
一
つ
敬
老
会
は
、

会
員
の
要
望
も
あ
り
今
年
は
地

元
の
上
高
屋
公
民
館
で
初
め
て

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
約
６

割
で
昨
年
の
約
２
倍
と
多
く
の

　
今
地
域
の
最
重
点
要
望
事
項

の
一
つ
と
し
て
、
平
塩
橋
の
架

け
替
え
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
建

設
当
時
は
大
変
立
派
な
橋
で
し

た
が
、
現
在
の
車
社
会
に
あ
っ

て
交
通
量
が
急
増
し
、
さ
ら
に

橋
幅
が
狭
く
車
の
す
れ
違
い
も

ギ
リ
ギ
リ
の
た
め
、
互
い
に
橋

の
た
も
と
で
待
機
し
て
「
譲
り

合
い
」
通
行
を
し
て
い
ま
す
が
、

花
咲
か
フ
ェ
ア
な
ど
の
催
し
物

に
来
て
初
め
て
通
行
す
る
車
は
、

そ
の
ま
ま
突
っ
込
ん
で
く
る
こ

と
も
あ
り
非
常
に
危
険
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
橋
は
中
学
生
の

通
学
路
で
も
あ
り
、
生
徒
た
ち

は
日
々
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で

通
学
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

現
実
を
見
る
時
、
一
日
も
早
く

危
険
を
取
り
除
く
こ
と
が
大
人

の
大
き
な
役
目
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
み
ん
な
の
安
心
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
平
塩
橋
の
架

け
替
え
の
早
期
実
現
に
向
け
、

市
議
会
議
員
の
方
々
の
更
な
る

ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

演
芸
も
、
町
会
皆
様
の
協
力
を

得
て
民
謡
、
舞
踊
、
手
品
と
す

ば
ら
し
い
芸
で
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム

も
、
会
員
が
我
も
我
も
と
参
加

し
て
皆
で
賑
や
か
に
楽
し
ん
で

予
定
時
間
が
短
く
感
じ
て
過
ご

し
ま
し
た
。
地
域
を
育
て
て
く

れ
た
大
先
輩
が
楽
し
ん
で
、
そ

し
て
地
域
が
ま
と
ま
る
よ
う
話

し
て
く
れ
た
伝
統
、
築
い
て
く

れ
た
地
域
の
雰
囲
気
を
感
じ
る

「
お
ら
が
ま
ち
」
で
す
。

平
塩古

川
規
久
夫
さ
ん

高
屋
一
町
会

岡
田
　
忠
さ
ん

ビアガーデンでの楽しい語らい

１２月定例会の日程（予定）
12月３日　本会議（議案上程、議案説明等）

　　７日　本会議（一般質問）

　　９日　本会議（一般質問）

　　10日　本会議（質疑）、予算特別委員会、

　　　　　常任委員会・分科会

　　13日　常任委員会・分科会

　　1６日　予算特別委員会、本会議（採決

　　　　　等）

※いずれも９時30分から開会します。

※日程は変更になる場合があります。

　詳しくは議会事務局（8６－2111）にお問合

　せください。

■議会の傍聴においでください
　本会議を傍聴する際には、住所氏

名を記入の上、議場にお入りください。

　委員会の傍聴は、事前に議会事務

局にお申し出ください。

■12月定例会の請願・陳情の提出締め
　切りは11月29日正午まで（予定）です


